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１　組織
 人事及び服務，予算，公有財産の管理等庶務事務，依頼試験事務処理，起業家支援施

設及び産業技術共同研究センターの管理等

【研究企画グル－プ】

 試験研究業務の企画・調整，技術情報の収集・提供，異業種交流，特許流通支援事業，

ホームページの維持・管理，職務発明に関する業務　　　

【電子情報グル－プ】

 WEB 技術・技術情報デ－タベ－ス・所内研究用 LAN 管理，画像処理技術，電磁ノイ

ズ対策技術，情報処理技術，電子回路設計技術，マイコン応用技術等の研究及び指導

【材料・資源グループ】

 環境技術，セラミックス・複合材料等の加工技術，資源リサイクル技術の研究及び指導

【分析・評価グループ】

 化学分析・評価技術，プラスチック，腐食・防食技術，燃料の分析技術の研究及び指導

【機械技術グループ】

 CAD/CAM/CAE，機械加工技術，超精密加工技術，金属加工・分析技術，機械特性測

定等の研究及び指導

【組込システムグループ】

 LED 利用に関する研究及び指導，FPGA 等の組み込み技術，ロボット技術，超音波に関

する研究及び指導

【木質加工グループ】

 木竹材料及び製品の加工技術や評価技術，リサイクル，音響測定，塗装技術，材質改

良等の研究及び指導

【デザイン・繊維グループ】

 家具のデザイン，ユニバーサルデザイン，繊維製品の性能評価，繊維の染色加工技術

等の研究及び指導

【食品技術グループ】

 野菜類・水産物・畜産物の利用加工技術，分析評価技術，品質保持技術，機能性評価

技術等の研究及び指導

【応用生物グループ】

 有用微生物の利用，発酵食品製造技術，穀類・果実類の利用加工技術，農産物の機能

性評価等の研究及び指導

　　　　　　　

企画情報課
所長

    次長

 ( 企画調整担当 )

次長

【ＬＥＤプロジェクトチーム】

 企画調整担当次長を総括とし，企画情報課３名，電子機械課４名，生活科学課３名，材料技術課１名で構成されるプロジェクトチーム．

材料技術課

電子機械課

生活科学課

食品技術課

応用生物課

総務課－庶務係－

【健康・医療産業事業化支援プロジェクトチーム】

 技術振興担当次長を総括として，食品技術課 4名，応用生物課 4名で構成されるプロジェクトチ－ム．

【技術支援チーム】

 所長を総括とし，企画情報課３名，ほか専門職員で構成されるプロジェクトチーム．

    次長

 ( 技術振興担当 )
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２　総合表
　　　　　　

　　　　　　　課名

　業務内容
総務課 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合計

研 究 課 題（ 数 ） ５ ７ ６ ７ ３ ５ ３３

実 地 指 導（ 件 ） ９２ ８０ ２０３ ２２９ ５８ ５４ ７１６

技 術 相 談（ 件 ） ２９４ ６４９ ３６６ ５０１ ４５９ １, １０２ ３, ３７１

依頼試験分析（項目） ２８８ ２，４１８ ４３３ ６９９ １，０３９ ９９２ ５，８６９

施 設 利 用（ 件 ） ５６５ ４０ １ ６０６

機 器 利 用（ 件 ） ２６２ ７８ ３４４ １８７ ２７５ ７２ １６ １，２３４

地域産業技術　  （回）

セミナー　  (のべ人数)

１ １

６１ ６１

健康・医療産業振興（回）

情報提供事業(のべ人数)

１ １ ２

１６ ４０ ５６

研 究 会   （ 回 ）

(のべ人数 )

６ ６

４８ ４８

技術研修        （人）

(のべ人数 )

２ ２ ２ ２ ５ １３

２５４ ４８ ２２ １０ ３７ ３７１

技術ｺｰﾃﾞｨﾈｨﾀ指導
（日） １ １

技術用務来所者
（人） ５１９ １，３０８ ７６０ １，４０４ ５６８ １，０００ ５，５５９

来所者総数    （人） １７，１０４

職員数                                                                                                                                                           （平成２１年 3月１日現在）

区　　　分 事務職員 技術職員 臨時補助員 計

所　　　長 １ １

次　　　長 １ ２ ３

総　務　課 ２ １ ３

企画情報課 ８ １ ９

材料技術課 ８ ８

電子機械課 ７ １ ８

生活科学課 ６ ６

食品技術課 ４ １ ５

応用生物課 ４ ４

計 ３ ４０ ４ ４７
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３  事業費の推移

（１）歳入決算

　　（人件費を除く） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  　　　 （単位：千円）

項　　目
歳入決算額

平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度

工鉱業使用料 5,663 6,439 6,291

物品売払収入 ― 270 82

施設・機械器具使用料 7,995 9,431 9,194

試験等手数料 14,868 16,827 18,346

その他の収入 19,649 22,017 25,783

県一般財源 226,758 191,571 161,291

合　　計 274,933 246,555 220,987

（２）歳出決算

　　( 人件費を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項　　目
歳出決算額

平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度

工鉱業総務費 知的財産アドバイザー事業費，
知的財産創出支援特別研究費等 4,961 3,802 15

中小企業振興費 ＬＥＤ関連製品開発可能性調査事業費 9,796 8,965 3,863

工業技術センター費 センタ－運営費   132,193 124,413 117,395

試験研究費  43,272 39,223 32,157

特別研究費   27,701 21,208 26,748

技術開発強化支援費  14,721 11,233 9,317

ユニバーサルデザイン等技術普及推進費 2,171 1,296 ―

センター機械整備事業費 1,848 7,793 ―

技術シーズ開花事業費 ― 8,549 8,400

工業技術センター費　小計 221,906 213,715 194,017

中小企業・雇用対策

事業費

知的財産アドバイザー事業，LED応用製

品利用促進事業
― ― 2,032

その他 1,520 790 1,141

センター機械整備事業費の本庁執行分 36,750 19,283 19,919

合　　計 274,933 246,555 220,987
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４  研究課題名一覧                              　　　　　　　　　　　　※印の研究課題については課題のみ掲載

　 特 別 研 究 課 題　　　　　　 担  　当　　　　　　　　　　共同研究者　　　　　　　　                      掲載頁

地域イノベーション創出研究開発事業 [ 経済産業省 ]

　※溶接現象リアルタイム可視化技術による品質保証システムの開発（一般枠）     　　　　　　　　　　　　 －     

  　　　　　　　　　　　　  松原　敏夫，米谷　英治，柏木　利幸，室内　秀仁

                          　　　　　　　　　　　　　　　　　   四国化工機（株），大阪大学

地域資源活用型研究開発事業 [ 経済産業省 ]

　　徳島県産未利用徳島すぎを用いたハイブリッド木質材料の開発                                                                    ２４

　　　　　　　　　　　　　住友　将洋，山田　順治，森本　巌，安永　真也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （株）山本鉄工所，( 独 ) 産業技術総合研究所                                                      

　　

 新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業 [ 農林水産省 ]       

　　香酸柑橘搾汁残渣を利用した食品素材の開発（Ⅲ）      　　２５

　　　　　　　　　　　　　市川　亮一               　      徳島大学，（株）本家松浦酒造場，野田ハニー食品工業（株）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

地域イノベーション創出総合支援事業 [( 独 ) 科学技術振興機構 ]

　※マルチスペクトル画像による低コントラスト欠陥検出技術の開発〔シーズ発掘試験〕　　　　　　　　　   －

　　　　　　　　　　　　　柏木　利幸

　　光触媒（二酸化チタン）を用いた小型脱臭装置の開発〔シーズ発掘試験〕　　　　　  　　　　　　　　２６

　　　　　　　　　　　　　平島　康

　　茶葉抽出液と乳酸菌を活用した発酵漬物の開発〔シーズ発掘試験〕　　　　　　　　　　　　　　　　　２７

　　                                        宮﨑　絵梨

   ※藍有用成分の有効利用に関する研究　〔研究成果実用化検討研究〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　  －     

                                               武知　博憲

　※チップポケット付工具とキャビテーション援用による板ガラスの一方向高精度・高能率穴あけ機の開発

　　〔地域ニーズ即応型〕　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                       　  －

    　　　　　　　　　　　　小川　仁                            坂東機工（株），徳島大学

                                                                  

技術シーズ開花事業　　

   ※インジゴの化学修飾とその応用開発　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　                              －　

　　　　　　　                     正木　孝二　　　　　　　大塚化学（株），徳島大学     　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　電場冷蔵による水産物の鮮度保持システムの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８

                    吉本　亮子　　　　　　　（株） 山本鉄工所，早稲田大学　　　　　　  　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　    地域食材の抗肥満効果の評価と食品開発                                                                                                        ２９

                                               新居　佳孝　　　　　　　（株）谷食糧，徳島大学                                
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※印の研究課題については課題のみ掲載
    特 別 研 究 課 題　           担  　当　　　　　　　　　　　          共 同 研 究 者　　　　　　　　　　　   掲載頁

技術開発力強化支援事業　共同研究事業　　

    ※ベアリング軌道面の表面粗さ判定技術の開発                                                                                             　 －

                                    柏木　利幸　                                                （株）松浦機械製作所

       

       リンパ浮腫患者用弾性ストッキング製造システム実用化研究　　　　　　　　　　　　　    　　　　       ３０

　　　　　　　　　　香川　敏昌，三好　英円 , 平岡 忠志　         東光（株）　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　    拡散型 LED玄関灯の商品開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ３１

  　　　　　　　　　  中村　怜，室内　秀仁　                              日本フネン（株）

   

    ※ステンレス鋼のすみ肉溶接における品質保証に関する研究                                                                            －

　　　　　　  　　　  米谷　英治　                                             四国化工機（株）　　　　　　　　　　　　　　

　　

       FPAG 組み込み処理システムの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３２

                                    平尾　友二　                                                中道鉄工（株）

       大物ボルトの箱詰めロボットシステムの改良   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３

                                    平尾　友二　                                                （株）ヒラノファステック

       阿波藍の表面濃度による染色堅ろう度に関する研究       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ３４

                                    川人　美洋子　                                             大進繊維（株）

    ※杉材及び杉突板材の漂白・染色加工技術の研究                                                                                               －

                                    住友　将洋，山田　順治，川人美洋子　     （株）ビッグウィル

       付加価値を高めた大型 TV台の開発 　                                                                                        　　　　　 ３５

                                    室内　聡子                                           　     （株）松浦機械製作所

　　紅麹生産の工業化と機能性検索　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ３６

　　　　　　　　　　岩田　深也　　　　　　　　　　　　　　  徳島製麹（株）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　栗加工品の機能性に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ３７

                                    山本　澄人                                                    タカラ食品（株）
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※印の研究課題については課題のみ掲載
　経 常 研 究  課  題　　　　                                               　            担  　当　　　　　　　　　　　　　   掲載頁

　※機能性ウレタン系樹脂の実用化研究 　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                   －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      武知　博憲

　　

        LED を利用した照明機器の放熱と配光に関する研究（Ⅱ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ３８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                             中村　怜，室内　秀仁

　　
       高感度機器類を用いたポリマー系異物の分析とデータベース化（Ⅲ）   　　　　　　　　　　　　　　　  ３９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      正木　孝二，有澤　隆文

     　　

       研削スラッジと廃アルミ箔による機能材料の開発（Ⅲ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      山下　有平，平島　康

　　

       ホルムアルデヒド分析時の試料調製方法と条件についての検討 　　　　　　　　　　　　　　　　       ４１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         佐藤　誠一 

　　

 　  測定方法と経験に基づく不確かさの評価（Ⅱ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      小川    仁，平岡　忠志

　　

　　家具部材からのホルムアルデヒド等の VOC 放散量低減技術（Ⅲ）　　　　　　　　　　　　　　　　　４３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      山田　順治，住友　将洋

　　

       人に優しい家具・インテリア　－高齢者用家具の開発－   （Ⅲ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      中瀬　博幸

  　

　　スギバークを活用した吸音材料の開発（Ⅲ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      中岡　正典，岩田　深也

　　

　　各種食品汚染微生物の把握とその防除技術 （Ⅲ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　 岡久　修己，吉本　亮子，新居　佳孝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　清酒中の老香除去技術（Ⅱ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      岩田　深也，山本　澄人
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５　特別研究

（１）地域イノベーション創出研究開発事業

　経済産業省の提案公募型事業である「地域イノベーション創出研究開発事業」に新規に採択された１課題につい

て，産学官が共同研究体制を組んで研究開発を実施した．

　

（２）地域資源活用型研究開発事業

　経済産業省の提案公募型事業である「地域資源活用型研究開発事業」に採択された１課題について，産学官が共

同研究体制を組んで研究開発を実施した．

（３）新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業

　農林水産省の提案公募事業である「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」（昨年度までの事業名「農

林水産研究高度化事業」）に採択された 1課題について，産学官が共同研究体制で取り組み，中核機関として研究

開発を実施した．

（４）地域イノベ－ション創出総合支援事業

　（独）科学技術振興機構の提案公募型事業である「地域イノベ－ション創出総合支援事業」に採択された 5課題

について，研究シ－ズの実用化に向けて研究を実施した．

（５）技術シ－ズ開花事業

　当センターの技術シーズ等を活用し，地域の産学官が連携して，国等における提案公募型技術開発事業の採択に

向けて，本格的な研究開発に先立つ事前調査や可能性試験等の予備的な研究を行う事業である．平成 20年度は 3

課題の研究を実施した．

（６）技術開発力強化支援事業　共同研究事業

　県内企業が新商品・新技術の開発にあたっての技術的課題について，工業技術センターと共同で研究開発を行う

ことによりその課題解決を図り，新商品・新技術の開発に結びつけるとともに，企業の技術開発力強化の支援を行

うことを目的とする．平成 20年度は 11課題について共同研究を実施した．

６　経常研究
　近年，各産業を取り巻く技術は急速に革新されており，しかも細分化・複合化の傾向にある．かかる環境変化の

なか，県内企業が我が国産業の重要な構成層となるためには，高付加価値商品の開発，特徴ある製品の育成，品質

及び生産効率の向上，省力化・省エネルギーを含めた環境問題への対応等を可能とする技術力の向上を図ることが

重要である．このため，業界や企業のニーズに即応した研究を実施し，企業の技術力向上に資するとともに，新製

品・新技術の開発を促進する研究を行っている．平成 20年度は 11課題の研究を実施した．
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７　技術支援

（１） 概要

　当センターの主要な業務である技術支援として，技術相談，実地指導，依頼試験・分析・鑑定，施設・機器利用，

技術研修生受け入れ，技術情報提供等を実施した .

　技術相談については，品質管理，工程管理，製品クレ－ムや製造事故対策など製造技術に関すること及び，LED

関連製品開発など新商品開発に関連する相談が大多数を占めていた . 実地指導は技術力開発強化支援事業の一つで

ある企業発掘指導を活用し，当センタ－が保有する技術シ－ズの紹介，企業のニ－ズの把握を積極的に行い，業界

の技術支援に役立てた． 依頼試験・分析・鑑定については，単に成績書を発行することにとどまらず，新商品開

発や製造現場における技術改善等を進めるための指標として，その後の技術相談，技術指導に活用した．施設・機

器利用については，製品の高度化や性能評価に関する項目が多くを占めた . また，ホームページの情報を基にした

県外からの技術相談，依頼試験・分析，設備・機器利用等の問い合わせも増加した .

企画情報課

（研究企画グル－プ）

　県単事業である技術開発力強化支援事業を実施したほか，国・各種法人が実施する補助事業，委託事業に関する

問い合わせ，相談に応じた．また，産業技術共同研究センター貸研究室と起業家支援施設の入居者募集，選定に関

わる作業を行った．さらに，職員の勤務発明に関すること及び知的財産アドバイザー事業に関する管理運営を含め

て，広く知的財産に係わる事業を実施した．印刷物，ホームページ，今年度より導入した技術支援企業・登録シス

テムにより技術支援ニュースのメール配信等情報の提供を実施したほか，企業，外部団体等との調整を行った．

（電子情報グル－プ）

　LED 関連では，新商品開発に関する技術相談，試作，商品化などの支援を行った．本年度は，商品化のための

機器利用，依頼試験が増加した．画像関連技術では，保有特許に関連した受託研究を１件実施し，企業の商品化に

つながった．また，電子計測関連ではこれまでと同様に電波暗室とＥＭＩ（電磁妨害）測定装置，ＥＭＣ試験機器

の利用が際だった状況であり，関連のノイズ対策技術の技術相談も多かった．

材料技術課

（材料・資源グループ）

　無機・金属材料の製品ｸﾚｰﾑや改良に関する依頼について，微小部の元素情報や結晶構造に基づく機器分析で対応

した．また，セラミック材料等の物性（比表面積，熱膨張率，示差熱・重量）に関する測定依頼も行った．ｱｽﾍﾞｽ

ﾄの分析依頼は，JIS 規格の改定による再試験などがあり大幅に増加，246 試料が持ち込まれた．また，機能性材

料の水素還元処理，光触媒製品の評価試験なども実施した．機器利用では，セラミック製品の開発のためのHIP，

CIP の利用があった．

（分析・評価グループ）

　製品中の異物や品質に関する依頼分析で有機物に関するものは，フーリエ変換赤外分光光度計，誘導結合プラズ

マ発光分光光度計などで対処した．RoHS 関係では，クロム，鉛，水銀，また食品では食品衛生法に基づくヒ素・

重金属・蒸発残留物などの項目が目立った．木工業界のホルムアルデヒド放散量測定依頼は 118 件あった．機器

利用では，複合サイクル試験機が約 3300 時間利用された．その他，重油中の硫黄分，地下水の塩分濃度，石灰石

原料とその製品の品質に関する分析なども多かった．
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電子機械課

（機械技術グループ）

　利用頻度の高い３次元測定機と形状粗さ測定機の測定ソフトウェアをWindows 版に更新し，外部利用者による

操作が容易になったほか，最新の JIS 規定に準拠したデータの評価が行えるようになった．

　依頼試験では，超硬材の抗折・硬さ試験や，CFRP 建材の引張試験など，特定の会社の品質管理的業務（ISO9000

対応）による定期的な依頼が増えている．動ひずみ測定は，全国の公設試で殆ど実施していないため，関東圏など

県外業者から依頼が多い．

　工作機械の機器利用は，研究成果の普及により高速MCや型彫り放電加工機の微細穴加工のほか，金型製作（CAM

によるツールパス生成とMCによる切削加工，NC冶具研削盤による穴仕上げ）のための利用が増えている．また，

RP装置の利用頻度も高い．造形用データを依頼者が自製して持ち込む場合が多く，地場企業に３次元 CADの普及

が進んでいることが分かる．

　測定機の機器利用でも，寸法・精度・粗さなど１～２次元測定での利用頻度が減少傾向にあるのに対し，３次元

スキャナ，非接触３次元測定機，接触式３次元測定機など，曲面や空間精度など３次元測定での利用が増加した．

超微小硬度計など，普及率の少ない測定機は県外からの利用が多い．

　技術相談では，金属材料の破損など，設計・品質トラブルに関するものが目立った．

（組み込みシステムグループ）

　LED 関連では開発中の LED 灯具の照度試験を当センターで行う事例が多かった．LED の光束の測定も生産や研

究にかなりの頻度で用いられた．共同研究を行っている企業や企業内の LED 開発部門のサポートを行う技術者が

当センターを使用することが多かった．プリント基板の試作に関する問い合わせや訪問も多い．LED 関連の材料

等の開発メーカの訪問も多く新しい情報や共同研究の提案もあった．ホームページの検索による県外からの問い合

わせも多かった．組み込み関連では超音波を使用した検査機の開発のためFPGAに組み込んだCPUでのソフトウェ

アの開発を支援した．ロボットに使用するハンドに関する研究開発及び運用支援も継続して行っている．

生活科学課

（木質加工グループ）

　木製家具．建具製造業界からは接着・接合試験、製品性能に関する相談，依頼試験が多かった．建材類，建具に

関しては，大型環境試験機，耐候性試験機を使用した依頼試験、機器利用を行った。木材木製品業界からは、針葉

樹合板、ＭＤＦの強度試験の依頼があった。ホルムアルデヒド放散量測定試験は年間を通じて依頼があった．木材

関連産業以外の製造業から音響，振動に関する相談や試験の依頼があった．

（デザイン・繊維グループ）

　家具インテリア業界からは，製品の企画・開発・設計・試作から販促企画・展示会出展などに関する相談や協力

要請等があり，その中にはユニバーサルデザイン関連や LED関連のものも多かった．

　繊維関連産業では天然藍染めをはじめとする染色加工技術とそれに伴う評価に関する相談や指導を行った．しじ

ら織業界からは新素材開発について相談を受け，企画や試作について指導を行った．
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食品技術課
（食品技術グループ）
　技術相談では野菜類，水産物及び畜産物加工企業ともに衛生管理，クレ－ム処理，新商品開発，食品表示等に関
する相談が中心であったが，クレームの内容において異臭に関する相談が増加した．実地指導では漬物の新商品開
発，水産物の利用加工や鮮度保持，畜産物加工場の衛生管理に関する指導を行った．依頼分析では例年どおり品質・
衛生管理に関わる微生物検査や異物鑑定のほか，食品表示に関わる成分分析が主であった．また，新商品の賞味期
限設定を目的とした保存試験や栄養成分の分析依頼も多かった．機器利用ではスプレ－ドライヤ－，凍結乾燥機等
の食品加工装置が商品開発に，ガスクロマトグラフ，蛍光分光光度計等の分析装置が品質管理のために利用された．
その他，企業の人材養成を目的として分析技術研修や食の安全・安心に関する技術セミナーを行った．

応用生物課
（応用生物グループ）
　発酵食品分野では，清酒酵母，吟醸酒，味噌酵母及び醤油の JAS 業務に関する技術相談が多かった．果実加工
分野では香酸柑橘の品質評価及び精油の分離に関する相談が主であった．実地指導では菓子，麺類の衛生管理及び
製品開発について指導した．依頼分析は，例年同様香酸柑橘果汁の品質分析，野菜・果実加工品の微生物検査，醤
油 JAS 認定工場の格付け業務に関する分析が中心であったが，新商品開発に伴う賞味期限の設定を目的とした保
存試験や栄養成分の分析依頼も増加傾向であった．また，特産品や未利用生物資源の有効利用技術開発に関する要
望が多く寄せられ､ それらに対応して産学官の共同研究を２件，企業との共同研究を２件実施した．これらのうち
1件については，共同開発した新商品を市場に出すまでに至った．

【技術支援チーム】
 各企業の課題に応じた専門職員をコーディネートし，分野をまたがる技術的課題に対しても柔軟かつ迅速に対応
した．

【ＬＥＤプロジェクトチーム】
 平成 17 年度から県の施策として推進している「LED バレイ構想」を技術面で支援するために組織されたもので，
「LED関連製品開発可能性調査事業」において採択された研究課題のほか，LEDに関する問い合わせにも対応した．

【健康・医療産業事業化支援プロジェクトチーム】
 平成 19 年に設置された「徳島県糖尿病克服県民会議」により，県内中小企業が糖尿病等生活習慣病を克服するた
めに必要な食品開発，健康医療機器開発等の事業化に対する支援組織であり，平成 20年度は平成 21年度「知的
クラスタ－創成事業」の採択に向けて，推進会議に参画するとともに研究計画書を作成した．



12

（２） 実地指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （件）

課　名 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合　計

実地指導 ９２ ８０ ２０３ ２２９ ５８ ５４ ７１６

（３）技術相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　   （件）

課　名 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合　計

技術相談 ２９４ ６４９ ３６６ ５０１ ４５９ １, １０２ ３, ３７１

（４）依頼試験・分析等　                                                                                                                        　　 （項目数）

課　名 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合   計

試　験 ２８８ １，０６１ ４１４ ５７９ １ １ ２，３４４

分　析 １，２６１ １ １１６ １，０２０ ９７４ ３，３７２

鑑　定 １ １５ １７ ３３

図案作成 ３ ３

設計 ６ ６

再発行 ９６ １２ ３ １１１

合　計 ２８８ ２，４１８ ４３３ ６９９ １，０３９ ９９２ ５，８６９

( ５) 施設・機器利用　                                                                                     　　　 （上段：件数　下段：利用人数）

課　名 総務課 企画情報課 材料技術課 電子機械課 生活科学課 食品技術課 応用生物課 合　計

講　堂
９５ ９５

４，４００ ４，４００

第一研修室
１５０ １５０

１，３５０ １，３５０

第二研修室
１３７ １３７

３，０８２ ３，０８２

実習室
１４１ １４１

１，４４０ １，４４０

会議室
４２ ４２

７７６ ７７６

電波暗室
３２ １ ３３

５９ １ ６０

対策室
８ ８

６ ６

機械器具
２６２ ７８ ３４４ １８７ ２７５ ７２ １６ １，２３４

１２６ ９２ ３８７ ２１４ ３５９ ８４ ２１ １，２８３

合　計
８２７ １１８ ３４４ １８８ ２７５ ７２ １６ １，８４０

１１，１７４ １５７ ３８７ ２１５ ３５９ ８４ ２１ １２，３９７



13

８　セミナー・研究会等

（１）地域産業技術セミナーの開催

題　　　　　　目 期　日 場所 講　　    師
受講

者数

担当

課
第一部

研究者向け特許講習会

講演

「技術者として知って得する特許のあれこれ」

第二部

徳島県立工業技術センターの 研究成果発表会

1) マルチスペクトル画像による欠陥検出手法の研究

2)LED を利用した照明機器の放熱と配光

3)Fe － Al 系金属間化合物による新機能材料の開発

4) 人に優しい家具・インテリア－高齢者用家具の開発－

5) 阿波番茶由来乳酸菌および茶汁を活用した乳酸発酵漬物

開発

20.11.11 当所

木戸弁理士事務所

木戸　基文　弁理士

企画情報課

専門研究員　柏木　利幸

電子機械課

専門研究員　室内　秀仁

材料技術課

研究員　 　  山下　有平

生活科学課

専門研究員　中瀬　博幸

食品技術課　

研究員   　　宮崎　絵梨

６１ 企画

情報

課

( ２) 健康・医療産業振興情報提供事業の開催

題　　　目 期　日 場　所 講　　  師 受講者数 担　当　課

 メタボローム研究の概要と医薬・

食品分野への応用
20.11.06 当　所

日本ウォーターズ（株）

大阪支社ソリューションセ

ンター　シニアアプリケー

ションケミスト

米久保  淳　氏

１６ 食品技術課

 百薬の長，日本酒の持つ機能性

及びその醸造技術全般について
20.12.11 当　所

佐賀県工業技術センター 

食品工業部長

小金丸　和義　氏

４０ 応用生物課

( ３) 研究会の開催

名　　　称 開催数 場 所 内　　　　容
参加者数

（のべ）
担　当　課

徳島ユニバーサル

デザイン研究会
６ 当　所

ユニバーサル関連の

知識習得等
４８ 生活科学課
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 ( ４) 会議等の開催

会　　議　　名　　等 期   日 場　所 担　当　課

 第 1 回産業技術連携推進会議　四国地

域部会
20.08.01 当　所 企画情報課

 平成 20年度  溶接技術コンクール 20.06.26 徳島市 材料技術課

９　技術研修
（１）技術研修生　

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担 当 課

 マルチスペクトル画像による欠陥検出手法の開発，

Windows による画像処理プログラム方法
20.05.16 ～ 21.03.31 １ １３９

企画情報課
 医療用ストッキング製作のための非接触形状測定，

Windowsによる画像処理プログラム方法
20.05.16 ～ 21.03.31 １ １１５

 高接着性を示す新しい光重合体の合成と評価に関す

る研修
20.06.30 ～ 20.12.31 １ ４１

材料技術課

アーク溶接技能等に関する研修 20.12.04 ～ 20.12.26 １ ７

 リチウムイオン電池及び駆動系回路の設計開発に関

する研修
21.01.13 ～ 21.03.31 １ １７ 電子機械課

 天然藍「阿波藍（すくも）」を使った発酵建てによ

る藍染めに関する研修
20.10.20 ～ 20.10.28 ２ ５ 生活科学課

 微生物検査に関する研修 21.02.09 ～ 21.03.13 １ １１

食品技術課
 ＨＰＬＣを用いた定性分析，定量分析技術に間する

研修
20.05.01 ～ 20.06.30 ２ ８

（２）インターンシップ

研 修 内 容 期　　 間 研修生数 日 数 担 当 課

 ２次元 CAMの開発 20.08.18 ～ 20.08.22 1 5 電子機械課

 食品成分の分析及び加工食品の試作 20.08.18 ～ 20.08.22 2 ５ 食品技術課
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１０　技術開発力強化支援事業

（１）企業発掘指導事業

  工業技術センタ－職員が県内企業を訪問し，企業が新商品・新技術の開発にあたって直面する技術的課題を把握し，

技術支援を行うことにより企業の潜在能力を発掘することを目的とする．平成20年度は296件の指導を行った．

（２）共同研究事業（再掲）

  県内企業が新商品・新技術の開発にあたっての技術的課題について，工業技術センターと共同で研究開発を行う

ことによりその課題解決を図り，商品化に結びつけるとともに，企業の技術開発力強化の支援を行うことを目的と

する．平成 20年度は 11課題について共同研究を実施した．

（３）受託研究事業

  県内企業が新商品・新技術の開発にあたっての技術的課題について，工業技術センターに委託し研究開発を行う

ことによりその課題解決を図り，新商品・新技術の開発に結びつけることを目的とする．平成 20年度は 8課題に

ついて受託研究を実施した．

（４）技術コーディネーター指導事業

業　　　　種 日 数 内　　　　　　　 容 技術コーディネーター 担　当　課

機械加工業 １ 材料選定のための熱処理技術の勉強会 三木田　嘉男　氏 電子機械課

合　計　１　日

１１　知的財産アドバイザー事業

　工業技術センターの知的所有権センター内に特許流通アドバイザー，特許情報活用支援アドバイザーを配置し，

（社）発明協会徳島県支部とも互いに連携し補完し合うことにより，県内企業の知的財産に関する悩みや相談に対し，

アイデアから製品化までの一貫したトータルサポート体制で支援した．

平成 20 年度特許流通アドバイザーの活動実績

訪問企業数 来所者 講演等 企業ニーズ把握
技術シーズ

把握・調査・紹介
アシスタント AD人材育成 成約件数

 311 社 65 人  7 件  15 件 43 件  292 時間 41 件

平成 20 年度特許情報活用支援アドバイザーの活動実績

来訪指導 訪問指導 講　演
普及啓発

（業務内容のＰＲ）
企業の人材育成

企業の製品開発（知的

財産権の取得を含む）

 506 件

(564 人 )

 151 件

(291 人 )

62 件

(795 人 )

 226 件

(657 人 )
 0 件 2件
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１２　技術情報発信

　工業技術センターに蓄積された研究成果等について刊行物やホ－ムペ－ジを通して情報発信を行った．

　「業務報告」，「研究報告」，「業務計画」を編集，発行し，関係団体等に配布すると共に，ホームページを通じて

随時情報提供した．また，研究成果については，パネルを作成し，地域産業技術セミナー等において展示した．

　平成 20年 10 月からは，「技術支援企業・登録システム」を構築し，「技術支援ニュース」として技術支援情報

を登録者にメール配信している．　　              　              　

１３　人材養成等支援事業
　( 財 ) とくしま産業振興機構の事業で，各業界が抱える諸問題について，人材養成の観点から情報提供並びに，

技術力向上のための研修等を実施した．平成 20年度は，「機械金属関連産業」，「木材・木工関連産業」，「食品関

連産業」，「LED 関連産業」を主な対象企業分野として，当該分野に関連する各種技術情報並びに技術について外

部講師または職員の指導による実習等を含む講習会 12回，デザイン力向上を目指した現地指導等 20回を行った．

（１）講習会
題　　　目 期　日 場　所 講　　  師 担　当　課

 酸化チタン光触媒材料の開発動向

と市場展開について
20.11.14 当　所 石原産業（株）　廣部　義夫　氏

材料技術課
元素分析の新たな動向について 21.02.19 当　所

（株）ジェイ・サイエンス関西

廣田　典彦　氏
 LED 光学測定セミナー（LED光学

測定の現状と課題）
20.09.17 当　所

シーシーエス（株）

石川　典夫　氏

電子機械課

 LED 光学測定セミナー（光原色の

基礎）
20.09.17 当　所

コニカミノルタセンシング（株）

神田　寛　氏

 PSOC 組み立て設計ワークショップ 21.02.25 当　所

日本サイプレス（株）　

松添　信宏　氏　

栗川　洋平　氏
 機械系測定器の操作実習及び現地

指導
20.08.05 当　所 （株）東京精密 永田　誠一　氏
21.03.02 当　所 （株）東京精密 神崎　努　氏

 3D 利用技術に関する研修
21.02.19 ～ 20

当　所
徳島県立工業技術センター 

中岡　正典
生活科学課

21.03.05 ～ 06

 HPLC 分析におけるサンプルの迅速

前処理及び分離メゾットの開発
20.09.10 当　所

日本ウォーターズ（株）

山下　清隆　氏

食品技術課
 食品の自主回収事例とその対策 20.11.27 当　所

（独）農林水産消費安全技術セン

ター

天野　克哉　氏
 水産物の生活習慣予防効果と商品

開発
21.03.05 当　所

（独）水産総合研究センター

平岡　芳信　氏

（２）現地指導等

講　　  師 回数 担　当　課

㈱フラン　竹川　智子　氏 ６

生活科学課

㈱カタログハウス　邑田　晃司　氏 ２

㈱ケノス　小林　清泰　氏 ５

㈲ KENデザイン事務所　岡本　幸雄　氏 ６

小西啓三写真事務所　小西　啓三　氏 １

合　計　２０　回
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１４　四国地域イノベーション創出協議会活動

　平成 20年度より，( 財 ) 四国産業・技術振興センターと ( 独 ) 産業技術総合研究所四国センターを事務局とし，

四国内の当センタ－を含む公設試，大学，高専等 31機関が広域的連携組織を形成し，四国の企業が抱える高度な

技術課題の解決に取り組んでいる．

　共同体形成事業では素材加工，地域食品・健康，高機能紙の各分科会に参画し，技術動向調査や技術課題の検討

を行い，各分野における今後の技術開発の方向性について検討した．また研究開発環境支援事業では高精度 5軸

加工技術マニュアルの作成に参画し，微細加工・難削材加工のデ－タベ－スを作成した．

１５　LED関連製品開発可能性調査事業
　平成 17年度より，21世紀の光源である LED を利用する光産業の集積促進を図り，地域経済の活性化と雇用対

策に貢献するために「LED バレイ構想」を策定し，その実現に向けて取り組んでいる．本事業は，LED 新製品に

ついて公募し，LED 関連製品の開発支援を行い，県内企業の LED 関連の新製品開発及び製品化を促進することを

目的としている．平成 20年度は，次の 6件について，当センターと企業の担当者により製品化のための試作品の

開発や改良を行った．

１）「漁船（シラスウナギ漁）用水中灯」　森本巌，中村怜（有限会社小川造船所）

２）「LED制御技術に関する技術支援事業」　室内秀仁（株式会社オプトピア）

３）「小型 LED街路灯」　平岡忠志，室内聡子（サカガワ電産株式会社）

４）「ＵＶＡ－ LED殺菌装置」　（サン電子工業株式会社，徳島大学）

５）「LEDを応用した木製テーブルおよび表示パネルの開発」　香川敏昌（田中木材株式会社）

６）「近紫外線 LEDを使った携帯型の光線治療用照射装置」　森本巌，三好英円（株式会社土佐電子）

１６　購入備品

機　　器　　名 用　　　途　　　等 備　　　考

 ICP 発光分光分析装置

 金属材料やセラミックス材料中の極微量元素の分析．

 上水，工業用水中の有害金属の分析．

 その他，石油，鉱石，土壌，環境，生体，食品等さ

まざまな分野の金属元素の分析．

（財）JKA

競輪補助事業

 万能材料試験機
 金属・コンクリート材料などの引張・曲げ・圧縮等

の強度試験 .

（財）JKA

競輪補助事業

 カラーラインセンサカメラ  欠陥検出実験用

（独）科学技術振興機構

地域イノベーション創出

総合支援事業 
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１７　誌上発表         

題　　　　目 発表者 発 行 所 誌　　　名 巻　号（発行）

 血管位置追尾型血流計の開発と肘

の屈伸運動中の血流計測
平尾　友二 電子情報通信学会

電子情報通信学会

論文誌

Vol,J92-D No.1,p.162-

175,2009

 貫通穴あけ加工時のバリや工具寿

命に及ぼすキャビテーションの効果

（第3法）-工作液超音波振動法に関

する研究 -

小川　仁 精密工学会 精密工学会誌
Vol.74,No.10(2008)

p.1092-1096

 A Comparative Study of Bamboo 

Shijira Fabric and Cotton Shijira 

Fabric

 川人美洋子 （社）繊維学会  SEN’I GAKKAISHI,    Vol.64, No.4 (2008)

 徳島縣天然藍染（阿波藍）工業現

況與行政支援
 川人美洋子

National Taiwan 

Craft Research 

Institute

 台日藍染文化講座

研討 會論文専輯
     2008.11

 天然藍（阿波藍）之染色特性及設

計支援
 川人美洋子

National Taiwan 

Craft Research 

Institute

 台日藍染文化講座

研討 會論文専輯
     2008.11

 Evaluation and Control of the 

Risk of Foodborne Pathogens and 

Spoilage Bacteria Present in Awa-

Uirou, a Sticky Rice Cake Containing 

Sweet Red Bean Paste

岡久　修己
Mary Ann 

Liebert,Inc.

FOODBORNE 

PATHOGENS AND 

DISEASE

Volume 5, Number 3, 

2008

 阿波番茶由来乳酸菌および茶汁を

活用した乳酸発酵漬物開発
 宮﨑　絵梨

全国食品関係試験

研究場所長会
 食品の試験と研究 第 43号 (2008)

 Determination of antihypertensive 

peptides from an izumi shrimp 

hydrolysate.

新居　佳孝 日本農芸化学会

 Bioscience, 

Biotechnology, 

and Biotechnology

 Vol. 72, No.3,861-

864(2008)

 マルチスペクトル画像による欠陥

検出手法の研究
柏木　利幸

徳島県立工業

技術センター

徳島県立工業技術

センター研究報告
第 17巻 (2008)

 非接触人体形状計測装置の開発 香川　敏昌
徳島県立工業

技術センター

徳島県立工業技術

センター研究報告
第 17巻 (2008)

 医療用弾性ストッキングの自動設計

技術の開発
三好　秀円

徳島県立工業

技術センター

徳島県立工業技術

センター研究報告
第 17巻 (2008)

 測定点群を基にした採寸ソフトの

開発
平岡　忠志

徳島県立工業

技術センター

徳島県立工業技術

センター研究報告
第 17巻 (2008)

 人に優しい家具・インテリア ～高

齢者のための椅子と机～
中瀬　博幸

徳島県立工業

技術センター

徳島県立工業技術

センター研究報告
第 17巻 (2008)

 漬け込み条件が塩漬け壬生菜の微

生物挙動に及ぼす影響

 宮﨑　絵梨

 中西　謙二

 徳島県立工業

 技術センター

 徳島県立工業技術

センター研究報告
第 17巻 (2008)
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１８　口頭発表，講習会・研修会等

口頭発表（ポスター発表を含む）

題　　　　　　目 発表者 発　表　会　名 場　所 期　日

 特徴空間法を採用した高精度色ムラ検出装置 柏木　利幸
 徳島県『ものづくり新技術展

示商談会』inKOBELCO
 神戸市

20.10.29

～ 30

 Theory and Applications of Frequency Image of 

Color Vectors
柏木　利幸

 IS&T/SPIE Electronic 

Imaging　2009

San Jose, 

California, 

USA

21.01.22

 LED を利用した照明機器の放熱と配光に関す

る研究
中村　怜

 中国四国地方公設試験研究機

関共同研究「情報・電子分野」 

平成２０年度　推進協議会

鳥取市 21.0227

 光触媒（TiO2）の悪臭分解速度に及ぼす温度

の影響
 平島　康  日本材料学会四国支部講演会 徳島市 20.04.19

 Fe-Al 系金属間化合物による新機能材料の開

発
 山下　有平  日本材料学会四国支部講演会 徳島市 20.04.19

 廃金属を原料とした鉄アルミナイドの合成と

その用途開発

平島　康

松原　敏夫

山下　有平

 日本機械学会粉体・粉末成形

技術研究分科会
高松市 20.08.26

 キャビテーション援用小径ドリル加工に関す

る研究
小川　仁

 第 65 回難削材加工専門委員

会
広島市 20.08.19

 キャビテーション援用小径ドリル加工に関す

る研究
小川　仁

 2008 年度精密工学会秋季大

会
仙台市 20.09.17

 超音波キャビテーション援用微細穴加工 小川　仁
 徳島県『ものづくり新技術展

示商談会』inKOBELCO
 神戸市

20.10.29

～ 30

 六角ナットねじ加工時のバリ対策 小川　仁
 2008 年度精密工学会愛媛地

方学術講演会
松山市 20.11.15

 血管位置追尾型血流計の開発 平尾　友二
 計測自動制御学会 システム・

情報部門学術講演会 2008
姫路市 20.11.27

 ホルムアルデヒドの放散量を低減する 単板

積層材製造技術
山田　順治

 第 20 回日本木材学会中国・

四国 支部大会
 松山市  20.08.12

 Trends of Awa Natural Indigo Industry   in 

Tokushima, Japan
川人美洋子

 2008 International 

Symposium and Exhibition on 

Natural Dyes 

Daegu, 

Korea
 20.09.24

 阿波藍産業への取り組み  川人美洋子
 第 46 回全国繊維技術交流プ

ラザ研究成果発表会
岐阜市 20.10.27

 阿波藍の伝統美 川人美洋子
 FCA 中四国支部コンベンショ

ン
徳島市 20.11.27
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題　　　　　　目 発表者 発表会名 場　所 期日　

 食品汚染微生物のデータベース化 岡久　修己

平成 20年度近畿中国四国農業

試験研究推進会議作物生産推進

部会食品流通問題別研究会

広島市 20.11.13

 阿波番茶由来乳酸菌および茶汁を活用した

乳酸発酵漬物開発
宮﨑　絵梨

 フード・テクノフェア in つく

ば 2008

つくば国際

会議場
20.10.31

 超音波霧化装置と静電場を用いた新規脱臭

装置の開発

岩田　深也

山本　澄人
日本農芸化学会 2009 年度大会 福岡県 21.03.28
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講習会・研修会等

テ　　　ー　　　マ 講演者 会の名称 場  所 期日 参加人数

 JIS 特別教育

鈴江　俊二

米谷　英治

松原　敏夫

 JIS 特別教育 当　所
20.07.08

～ 09
２０

 JIS 溶接検定

米谷　英治

松原　敏夫

平岡　忠志

 JIS 溶接検定

徳島テクノスクール 20.06.05 ７０

徳島職業能力開発促進

センター
20.06.12 １１４

徳島テクノスクール 20.09.04 ７１

徳島職業能力開発促進

センター
20.09.11 １４２

徳島テクノスクール 20.12.04 ６９

徳島職業能力開発促進

センター
20.12.11 １５４

徳島テクノスクール 21.03.05 ７２

徳島職業能力開発促進

センター
21.03.12 １３２

 化学 佐藤　誠一  消防職員初任教育 徳島県消防学校 20.06.25 ３８

 光触媒を用いた悪臭除去

装置の作製
平島　康

 徳島県南の LED関連

技術者養成講座

阿南商工業振興セン

ター
20.12.12 ４２

 材料と被削性 小川　仁
 産学人材育成パート

ナーシップ事業
徳島大学 20.07.17 １４

 木工技術
住友　将洋

山田　順治
 阿波の匠塾  当所他

 20.06.03

～ 20.11.21

のべ２８８

各８

 食品工場の衛生管理 宮﨑　絵梨

 徳島県漬物加工販売

協同組合中国人研修

会

板野町
20.05.19

21.02.24

２３

５

 漬物製造における緑色保

持

 阿波番茶由来乳酸菌およ

び茶汁を活用した乳酸発

酵漬物開発

宮﨑　絵梨
 徳島県漬物加工販売

協同組合技術研修会
徳島市

20.05.22

20.05.31

20.10.11

２０

１５

１２

 包装資材と食品の衛生管

理について
岡久　修己

 川島生活交流グルー

プ協議会技術研修会
吉野川市  21.01.29 ４０

 食品の期限表示と衛生管

理
新居　佳孝

 平成 20年度農業・

農村男女共同参画

チャレンジ支援事業

エンパワーメント講

座（農業担い手講座）

徳島県西部総合県民局  20.09.17 ５０
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１９　特 許

発  明  の  名  称 発 明 者 登 録番 号 登録日

欠陥検出方法 柏木　利幸 特許第 4115378 号 20.04.25

気密検査方法及び装置 平尾　友二 特許第 4232183 号 20.12.19



23

２０　研究概要
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N PE1mm PE
50% WPC1mm BP

O CX
KS

8kPa 600kP 30
60 22

540

110mm 10kg

30 40 30 80
12

PE BP

0.28 0.30 0.29 0.33 0.42 2.43

0.29 0.38 2.43
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2
2 5

100
 100

1

2 100

50
-20 1 -6

5000ml
0.18 1000ml

0.74 350ml
2 70ml

3.2

100

-
-4-

-
100

100

d- 6

2

100

mg/100ml mg/100ml 
- 1914 2.9 4.2 2.9  459 
- 642 1.0 2.5 1.7  262 

d- 62024 95.4 133.7 91.8  464 
336 0.5 2.0 1.4  170 

-4- 97 0.2 1.1 0.7  88 
- 0 0.0 2.1 1.5  0 

65012 100.0 145.6 100.0  447 

(ml) (%) (%)
5000 5 0.18 

1
1000 15 0.74 

350 15 0.74 2
70 35 3.20 

2 0 100 
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1)
0 5 10

14kv

2)

3)
14kv

 HPLC ATP
K

 4) 
3)

5

8.6

3 16.7 5 26
3 20 5 24

5.7 5
K



29

10g 80
50ml

mg 15
ml PBS

mg/ml
PBS 10 100μg/ml 100
10μg/ml

mg/ml

3T3-L1 10
FBS DMEM

3T3-L1 24well
well

0.5mM IBMX μM
DEX 10μg/ml

100μl
10μg/ml

11
Oil Red O

490nm

KK-Ay

mg/ml 100μg/ml
mg/ml

(B) 

mg/ml

(A)

44, 434-435 (2006). 
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10
20 30

1
2

5cm SS
SS

1cm

1
2

3 30

8% 5%
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CO2

LED

LED
120

LED

( )

LED

LED

  31W 
40W 

LED

  15W
40000

LED LED
LED

LED

LED

30

LED

LED

LED
LED

LED

LED
LED

LED

4
LED

LED
LED
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S/N

1

3

(6
)

2
(4 )

2
(4 )

1

5



33



34

100
146.8g/m2 0.30mm 27.1 /cm

22.9 /cm
10

R CM-3700
400nm 700nm

10nm
K/S

K/S = (1-R)2 / 2R 
CIELAB

JIS-L-0844 1997 A-2
5g/L 50 30

JIS-L-0842 2004
JIS-L-0849 1996

CM-3700d
E

K/S

K/S 660nm
620nm

CIELAB

K/S
K/S K/S

K/S

 

3-4

5
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TV

TV

TV
TV

1 2
3 4

42V

2

CRT
PC

PC

1 1 2 2

3

4

TV

 TV
6

TV

TV 2

( )
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A B Monascus Anka

30

35

3

GABA

2

GABA
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1 (mg/100g) 

12.0 317.4 8.0 13.3
23.6 13.7 trace 5.8
13.9 16.1 trace 4.3

234.3 451.0 61.9 94.2
151.3 97.8 10.4 12.8

13.3 19.1 14.5 6.6
7.9 2.8 trace trace

12.5 trace trace trace
68.3 19.2 6.4 11.1
4.0 4.1 3.8 3.8

21.6 5.3 trace 5.0
17.6 trace trace 5.0
26.7 trace 4.2 7.2
11.6 trace trace trace
15.5 trace trace trace

- 81.7 4.8 8.3 16.1
16.1 4.2 trace 14.4
98.8 150.3 63.6 134.7

830.7 1105.8 181.1 334.3

1

3

1

2

1

2

1

1
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1
LED

. LED

. LED

.

1)

LED
.  LED

LED
1

10lx1)
LED

2 LED

.

.

(50lx) 1

2) 2)
3D-CAD

LED

1W
LED .LED

.( 1 )

LED
0.6x1010 1.3x1010 W/m

3000 .
30

.

CAD
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,

( FT IR )

,
,

, .
, ,

FT IR
.

, ,
, ,

5 .
1 ,

.
 MILESTONE mls 1200mega 

, ICP  Thermo iCAP 
6300Duo .

3
FT IR

100

,
ICP , 65

.
, Ca, Mg, Na, K, Al, Ti, Zn, Fe, Ba  0 

10 -2 ,

, ,
, ,

.
,

,

Al, Ti, Zn

1 Al/Ti, Al/ Zn, Zn/Ti
Al/Ti Al/Zn Zn/Ti 

5.3 60 0.1

2.7 0.7 3.7

98 34 2.8

1.6 0 0

85 58 1.5

Al/Ti 1.6  98  Al/Zn 0  60  Zn/Ti
0  3.7 .

Al/Ti Al/Zn

.

FT IR

HP
http://www.jpif.gr.jp/3toukei/conts/2009/2009_gen
ryou_c.htm 
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Fe:Al=3:1
40

900 1450

  
 

18

19
1350

1
300mm 1350

0.5J
1350 0.5J

1250

1450
2 1

2

0.3J
0.6J

0.3J  

1450
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,
,

JIS A 5908 2003( )
, F

( 0.3mg/l , 0.4mg/l ),
F 0.5mg/l 0.7mg/l

JIS A 1460 2001
,

20 , 65 (JIS )
,

,

A
JIS A 1460 2001

JIS 2
JIS

0.45mg/l

1

3
35

5
JIS 1 5

1 4
0.40mg/l

7 0.89mg/l 9
2

8 7

35

2 35 3
5 0.7mg/l

0.45mg/l( ) 1.6
3 5 3

0.45mg/l
0.4mg/l

5

35 5 1.8

2 35
1 2 3 4 5

(mg/l) 0.74 0.69 0.63 0.71 0.64

3 5
1 5

(mg/l) 0.37 0.39 

5 ,
JIS ,

,
,

,

1 ,
4 5 6 7 8 9 10

(mg/l) 0.40 0.59 0.73 0.89 0.53 0.72 0.38 
( ) 20.3 25.7 28.1 30.5 27.1 28.7 25.1 
( ) 56.6 55.5 63.8 60.3 57.0 54.8 54.1 
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3 16

 
3  

100mm

0.04
3

 

 1  
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VOC

VOC

0.80 180mm
1050mm 1.5mm 22

2 20
5

2 3 20
5

20g/900
1000mm 195mm

1000mm
118N/

A E 5
3kW

FDY-320 0.55A 16
30

70
NEC TH7102

180mm 32mm
1000mm

35 32 450
450

5.0mg/l 7.0mg/l

0.5mg/l 0.7mg/l

0.3mg/l 0.4mg/l

1.5mg/l
2.1mg/l

70
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Delany-Bazley

14%

JIS A 
1405-2

KES-F8-AP1
kg/m3 102 127 153 178 4

25mm 50mm 50mm
100mm 2

Two-thickness method

Delany-Bazley 

kg/m3 102 178

1

kg/m3 100 100mm
200

2

100kg/m3

200kg/m3

2.5mm 25mm

3
80kg/m3 180kg/m3

25mm

0
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Thickness 100mm
Calculated value
Measured value

178 kg/m3

102 kg/m3

1

0
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200 [kg/m3]

2
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10

20
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10 100 1000 10000
Frequency [Hz]

Tr
an
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on
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ss

 [d
B

] Inside
Air
Rock wool 80
Bark fiber 180

kg/m3

kg/m3

3
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BLAST DNA
GenBank/DDBJ/EMBL15 3

2

20 4

18 51
65 177

182
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1 2

Micrococcus Bacillus1

RCS Biotest 3%

5% 36%

Micrococcus
6%

Bacillus
16%

Staphylococcus
13%

7%

14%

2
(1)

API bioMerieux

1

Staphylococcus
14%

Bacillus
16%

%

Micrococcus
24%%

8%

30%

(2)
16S rRNA 

DNA PCR 5' 500 bp

DNA PrepManTM Ultra Applied Biosystems
PCR MicroSeq 500 16S rDNA  PCR kit

Applied Biosystems PCR QIA 
quick Gel Extraction kit QIAGEN

MicroSeq 500 16S rDNA Sequencing  
2

kit Applied Biosystems
Applied Biosystems 
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H
4.3 1.4
4.4 1.4
5.9 1.0

MC 4.4 1.3
5.2 1.2
4.5 1.3

3

4
JLC500V/2

5
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                                                             〒７７０－８０２１　徳島市雑賀町西開１１－２

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０８８－６３５－７９００

                                                             　　　　０８８－６６９－４７１１( 代表 )

                                                             ＦＡＸ　０８８－６６９－４７５５

                                                              http://www.itc.pref.tokushima.jp/
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